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論　　文　　の　　要　　旨

　本論文は，断面変化を伴う円形ダクト内の音波の伝ぱ特性を，平面波のみならず高次モード波も含

めて理論計算と測定の両面から研究した結果についてまとめたものである。ダクト内音波は機械工学

の分野では騒音問題において取り上げられることが多いが，近年の機械の小型化・高速化によって，

機械が発生する騒音は高周波化する傾向にある。そこでダクト内音場の理論式をもとに断面変化部に

おける音波の音圧値に関する違立方程式を導き，音波の反射。透過性を数値計算した。また，高周波

範囲の音波に着目し，高次モード波を含めてダクト内を伝ぱする音波について検討した。また，急変

あるいはテーパ状に拡大・縮小する断面変化部について音波の反射・透過性を単一モード波発生可能

な音源を持つ実験装置によって測定・検討した。また，これらの研究過程においてダクト内壁面に設

けた細かいスリットで音響フィルタを構成することにより高次モード波および高周波の平面波の振幅

を減少させることが可能であることを発見し，理論・および測定の両面からこの現象を調べた。

審　　査　　の　　要　　旨

　本研究では断面が縮小する場合も含め，平面波を含むすべてのモードの音波に適用できる連立方程

式を導出，数値計算に適した表現にまとめるとともに計算を行い，音波の伝ぱ特性を実験的にも検証

した。その結果，断面急変及びテーパ状変化による音波の反射及び透過の特性を検証した。また，ダ

クト壁面に設けた流体抵抗が極めて小さいスリット状の断面膨張部で音響フィルタを構成することに
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より，高次モードはおよび高周波の平面の振幅を減少させることができることを実験及び理論の両面

から示したが，このことは工学的にも意義あるものと考えられる。

　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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